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特集「道の日」に寄せて

　
（
一
社
）
千
葉
県
道
路
舗
装

協
会
は
、
昭
和
59
年
４
月
に
千

葉
県
知
事
の
認
可
を
得
て
社
団

法
人
と
し
て
創
設
し
、
平
成
25

年
に
は
一
般
社
団
法
人
へ
と
移

行
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま

す
。

　
毎
年
、
普
及
・
啓
発
事
業
と

い
た
し
ま
し
て
、
年
３
回
の

「
舗
装
技
術
研
修
会
」
を
国
土

交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
、
千

葉
県
県
土
整
備
部
及
び
会
員
企

業
並
び
に
（
一
社
）
日
本
道
路

建
設
業
協
会
関
東
支
部
の
技
術

指
導
者
を
講
師
に
お
迎
え
し
て

開
催
し
、
県
・
市
町
村
職
員
及

び
会
員
技
術
者
等
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
知
識
と
技
術
の
向

上
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
支
援
事
業
と
い
た
し

ま
し
て
、
１
人
で
も
多
く
の
方

々
に
１
・
２
級
舗
装
施
工
管
理

技
術
者
の
資
格
を
取
得
し
て
い

た
だ
き
た
く
、
「
舗
装
施
工
管

理
技
術
者
資
格
試
験
準
備
講
習

会
」
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
県
発
注
の
多
機
能

・
改
善
型
舗
装
工
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
受
注
業
者
が
、
追
跡

調
査
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
「
多
機
能
・
改
善
型
舗
装

追
跡
調
査
の
手
引
き
」
を
作
成

し
て
お
り
ま
す
。

工
事
の
完
成
か
ら
３
年
後
に

追
跡
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
経

年
変
化
等
を
報
告
書
と
し
て
取

り
ま
と
め
て
「
追
跡
調
査
報
告

会
」
を
開
催
し
、
発
注
者
の
方

々
と
共
に
、
今
後
の
課
題
等
の

研
究
・
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

　
主
に
会
員
が
受
注
し
た
県
発

注
工
事
に
つ
い
て
、
日
頃
直
面

し
て
い
る
事
案
や
現
状
に
お
け

る
疑
義
・
問
題
点
の
協
議
、
改

善
要
望
な
ど
を
投
げ
か
け
る
場

と
し
て
の
「
意
見
交
換
会
」
を

通
じ
て
、
千
葉
県
県
土
整
備
部

と
の
た
い
へ
ん
有
意
義
な
情
報

交
換
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

県
道
路
舗
装
協
会

「
中
温
化
合
材
」推
奨

　
こ
れ
ら
の
事
業
を
紹
介
す
る

た
め
に
、
「
千
葉
の
み
ち
を
守

る
」
を
タ
イ
ト
ル
に
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
を
作
成
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
第
２
部
と
な
り
、
内
容

と
い
た
し
ま
し
て
は
、
当
舗
装

協
会
が
長
年
推
奨
し
て
い
る

「
中
温
化
合
材
（
低
炭
素
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
舗
装
）
」
を
特
集
し

て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
効
果
と
し
て
、
①
燃
料

の
使
用
削
減
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
の
低
減
②
一
般
の
合
材
よ

り
も
低
温
度
で
施
工
で
き
る
た

め
、
作
業
者
の
熱
中
症
対
策
な

ど
労
働
環
境
の
改
善
③
解
放
温

度
に
な
る
時
間
が
早
ま
り
、
工

事
に
伴
う
交
通
渋
滞
の
緩
和
が

期
待
で
き
る
④
冬
の
寒
い
日
で

も
施
工
性
が
良
く
な
り
、
今
ま

で
よ
り
も
遠
く
に
配
達
す
る
こ

と
が
で
き
、
災
害
時
に
お
い
て

も
県
内
ど
こ
で
も
運
ぶ
こ
と
が

で
き
る

―
な
ど
、
詳
細
に
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。

　
今
後
も
よ
り
快
適
な
道
を
整

備
す
る
た
め
に
、
（
一
社
）
千

葉
県
道
路
舗
装
協
会
は
技
術
者

を
育
成
し
、
知
識
の
習
得
・
技

術
向
上
の
た
め
の
調
査
・
提
言

な
ど
に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　
普
段
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
、
物
流
や
通
勤
通
学
な
ど
に

使
わ
れ
て
い
る
道
路
で
す
が
、

災
害
時
に
お
い
て
は
、
人
々
の

命
を
守
る
た
め
の
避
難
路
と
し

て
、
ま
た
、
消
防
・
救
急
活
動

や
物
資
の
輸
送
ル
ー
ト
と
し
て

も
、
非
常
に
大
切
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
ま
す
。

　
そ
の
よ
う
な
大
切
な
道
を
守

る
た
め
、
当
舗
装
協
会
も
そ
の

一
翼
を
担
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
○
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
バ
ル
ブ
状

に
発
砲
さ
せ
る
こ
と
で
、
一
時
的

に
粘
度
を
下
げ
て
施
工
性
が
良
く

な
る
合
材
。
一
般
の
合
材
よ
り
も

低
い
温
度
で
施
工
で
き
る
な
ど
、

色
々
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

○
日
本
政
府
は
「
２
０
５
０
年

ま
で
に
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

全
体
と
し
て
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
」

を
目
標
に
し
て
い
る
。
中
温
化
技

術
は
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
混
合
物
製
造

温
度
を
低
減
す
る
の
で
、
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
貢
献
す
る

【
中
温
化
合
材
の
メ
リ
ッ
ト
】

　
○
今
ま
で
よ
り
も
遠
く
に
配
達

で
き
る
の
で
、
災
害
時
も
県
内
ど

こ
に
で
も
運
べ
る

　
○
夏
の
暑
い
日
で
も
舗
設
温
度

を
下
げ
る
こ
と
で
熱
中
症
リ
ス
ク

を
和
ら
げ
る

　
○
解
放
温
度
に
な
る
時
間
が
早

ま
り
、
工
事
に
伴
う
交
通
渋
滞
の

緩
和
が
期
待
で
き
る

　
○
冬
の
寒
い
秀
も
施
工
性
が
良

く
な
り
品
質
を
確
保
で
き
る

【
中
温
化
技
術
の
適
用
方
法
と
期

待
さ
れ
る
効
果
】
（
○
中
温
化
技

術
の
適
用
方
法
＝
期
待
さ
れ
る
効

果
）

　
○
温
度
低
減
・
混
合
物
製
造
物

＝
燃
料
の
使
用
量
削
減
に
よ
る
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
低
減
／
化
石
燃
料

の
使
用
量
削
減
に
よ
る
資
源
の
保

全
・
保
存
／
製
造
時
の
温
度
低
減

に
伴
う
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
の
熱
劣
化

の
抑
制

　
○
温
度
低
減
・
施
工
時
＝
作
業

者
の
労
働
環
境
の
改
善
／
交
通
開

放
に
至
る
ま
で
の
時
間
短
縮
に
よ

る
工
事
渋
滞
の
緩
和
、
一
般
車
両

か
ら
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
／
養

生
時
間
の
短
縮
に
よ
る
日
施
工
量

の
増
大
、
規
制
日
数
の
削
減
／
夏

季
や
厚
層
施
工
時
の
初
期
わ
だ
ち

　８月10日は「道の日」。（一社）千葉県道路舗装協会（渡邉義隆会長）では「中温化技
術」の重要性を広く伝えるため、これまでに県との意見交換会などで、普及・啓発を図る
などの協会活動を進めてきた。その成果もあり、念願でもある『中温化合材』が県の設計
単価に採用され、県内の合材プラントでも続々と事前審査認定承認を受け、現在では県内
の合材工場の半数以上が、中温化合材の認定取得に至っている。国や県からも「利用促進
に努めるように」との通達等が出ていることから、同協会では今後、中温化合材が「標準
設計の合材」となることを目指していく。 未

来
へ
つ
な
ぐ
、安
心
の
道
づ
く
り
！

（
一
社
）千
葉
県
道
路
舗
装
協
会
／
会
長　

渡
邉　

義
隆

８
月
８
月
1010
日
は「
道
の
日
」

日
は「
道
の
日
」

掘
れ
の
抑
制

　
○
施
工
性
改
善
＝
冬
季
や
橋

面
、
薄
層
の
舗
装
施
工
で
の
品
質

や
施
工
性
の
確
保
／
広
域
運
搬
で

の
品
質
や
施
工
性
の
確
保

【
中
温
化
技
術
】
（
○
中
温
化
技

術
の
種
類
＝
技
術
の
内
容
）

　
中
温
化
技
術
に
は
、
材
料
に
よ

る
方
法
と
装
置
（
フ
ォ
ー
ム
ド
発

生
装
置
）
に
よ
る
方
法
が
あ
る
。

ど
ち
ら
も
温
度
低
減
、
施
工
性
改

善
に
有
効

　
○
プ
ラ
ン
ト
ミ
ッ
ク
ス
・
中
温

化
剤
＝
混
合
物
製
造
時
に
ア
ス
フ

ァ
ル
ト
に
特
殊
な
添
加
剤
を
添
加

し
、
一
般
的
に
粘
度
を
下
げ
た
り

潤
滑
性
を
高
め
た
り
し
て
製
造
温

度
を
下
げ
る
技
術
。
供
用
温
度
領

域
に
下
が
る
と
そ
の
効
果
は
な
く

な
り
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
元
の
粘

性
に
戻
る

　
○
プ
レ
ミ
ッ
ク
ス
・
中
温
化
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
＝
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に

中
温
化
剤
や
特
殊
な
改
質
剤
を
添

加
し
て
性
状
を
改
良
し
た
も
の

で
、
通
常
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
よ
り

製
造
温
度
を
下
げ
て
製
造
で
き

る
。
供
用
温
度
領
域
で
は
、
通
常

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
と
同
じ
性
状
に

な
る

　
○
フ
ォ
ー
ム
ド
発
生
装
置
＝
混

合
物
製
造
時
に
、
機
械
装
置
に
よ

り
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
水
を
添
加
す

る
こ
と
で
発
泡
さ
せ
、
一
時
的
に

粘
度
を
下
げ
て
製
造
温
度
を
下
げ

る
技
術
。
供
用
温
度
領
域
に
下
が

る
と
泡
が
消
え
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

は
元
の
粘
性
に
戻
る

中温化合材（低炭素アスファルト舗装）とは



5 2026年（令和8年）8月10日（月曜日）

特集「道の日」に寄せて

　
千
葉
県
は
、
日
本
の
空
の
表

玄
関
で
あ
る
成
田
国
際
空
港

や
、
国
際
拠
点
港
湾
で
あ
る
千

葉
港
、
東
京
湾
の
中
央
部
を
横

断
す
る
東
京
湾
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

な
ど
を
有
し
、
京
葉
臨
海
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
に
代
表
さ
れ
る
素
材

・
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
集
積

や
、
全
国
屈
指
の
産
出
額
を
誇

る
農
林
水
産
業
な
ど
、
バ
ラ
ン

ス
の
取
れ
た
産
業
構
造
が
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
成
田
空
港
を
中
心
と

す
る
「
第
２
の
開
港
」
に
よ
る

効
果
を
広
域
的
に
波
及
さ
せ
る

た
め
、
空
港
ア
ク
セ
ス
の
抜
本

的
な
高
速
化
、
多
重
化
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
加
え
て
、
県
北
西
部
を
は
じ

め
、
県
内
で
は
広
範
囲
で
速
度

低
下
や
渋
滞
損
失
が
発
生
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
交
通
の
円
滑

化
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
、
豊

富
な
観
光
資
源
を
生
か
し
、
よ

り
一
層
の
交
流
人
口
の
拡
大
に

資
す
る
道
路
整
備
が
必
要
で

す
。障

害
発
生
時
に
備
え

リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
を

　
ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る
迅

速
な
救
命
救
急
・
復
旧
活
動
の

た
め
、
災
害
拠
点
病
院
等
の
防

災
拠
点
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

や
、
リ
ダ
ン
ダ
ン
シ
ー
の
確
保

が
必
要
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
本
県
の
強
み
を
生

か
し
た
県
内
の
様
々
な
産
業
の

更
な
る
振
興
や
、
平
常
時
・
　

災
害
時
を
問
わ
な
い
安
定
し
た

「
人
・
モ
ノ
の
流
れ
」
を
確
保

す
る
た
め
、
圏
央
道
や
北
千
葉

道
路
な
ど
の
広
域
道
路
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
等
の
充
実
・
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
圏
央
道
は
、
ア
ク
ア
ラ
イ
ン

と
一
体
と
な
っ
て
、
首
都
圏
の

各
都
市
と
成
田
国
際
空
港
な
ど

の
拠
点
を
環
状
に
つ
な
ぎ
、
首

都
圏
の
広
域
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
道
路
で
あ
り
、

今
年
度
予
定
さ
れ
て
い
る
千
葉

県
区
間
の
全
線
開
通
と
、
県
境

か
ら
大
栄
Ｊ
Ｃ
Ｔ
間
の
４
車
線

化
に
向
け
て
全
面
的
に
工
事
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
北
千
葉
道
路
は
、
成
田
空
港

と
外
環
道
を
最
短
距
離
で
結

び
、
成
田
空
港
の
「
第
２
の
開

港
」
を
契
機
と
し
た
県
内
経
済

の
活
性
化
や
県
北
西
部
の
渋
滞

緩
和
、
防
災
力
強
化
に
大
き
な

役
割
を
果
た
す
重
要
な
道
路
で

あ
り
ま
す
。

　
市
川
・
松
戸
間
に
つ
い
て

は
、
本
年
４
月
に
国
の
直
轄
区

間
に
編
入
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

整
備
を
加
速
す
る
た
め
、
沿
線

市
と
連
携
し
な
が
ら
国
の
用
地

取
得
を
強
力
に
支
援
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
残
る
市
川
市

か
ら
船
橋
市
間
の
早
期
事
業
化

な
ど
を
国
に
働
き
か
け
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
成
田
市

側
に
お
い
て
も
、
県
に
よ
り
橋

梁
工
事
な
ど
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
富
津
館
山
道
路
に
つ
い
て

は
、
安
全
で
円
滑
な
交
通
の
確

保
や
防
災
力
の
強
化
を
図
っ
て

い
く
た
め
、
付
加
車
線
事
業
の

促
進
と
早
期
の
全
線
４
車
線
化

を
、
国
や
高
速
道
路
株
式
会
社

に
働
き
か
け
て
い
ま
す
。

　
新
湾
岸
道
路
や
千
葉
北
西
連

絡
道
路
に
つ
い
て
は
、
県
北
西

部
に
お
け
る
慢
性
的
な
渋
滞
を

解
消
し
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
十
分
発
揮
さ
せ
る
た
め
、

早
期
に
計
画
の
具
体
化
が
図
ら

れ
る
よ
う
、
沿
線
市
と
と
も
に

国
に
協
力
し
、
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
等
を
開
催
し
、
地
域
の
皆
さ

ま
や
関
係
機
関
な
ど
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
、
広
域
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
充
実
・
強
化
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
い
よ
い
よ
今
年
度
、
県
内
区

間
の
全
線
開
通
が
予
定
さ
れ
て

い
る
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
の
整
備
や
、
成
田
国
際
空
港

の
「
第
２
の
開
港
」
と
も
言
う

べ
き
事
業
に
向
け
た
取
り
組
み

な
ど
に
よ
り
、
千
葉
県
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　
道
路
整
備
課
で
は
、
こ
う
し

た
整
備
効
果
を
波
及
さ
せ
る
道

路
整
備
、
隣
接
都
県
と
の
連
携

強
化
、
都
市
部
の
渋
滞
対
策
な

ど
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

銚
子
連
絡
道
路
で
は

飯
岡
Ｂ
Ｐ
へ
の
用
地

　
圏
央
道
の
全
線
開
通
に
伴
う

整
備
効
果
を
波
及
さ
せ
る
道
路

の
う
ち
、
銚
子
連
絡
道
路
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に
松
尾
横

芝
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
県

道
八
日
市
場
野
栄
線
ま
で
の
区

間
が
開
通
し
、
現
在
は
、
こ
れ

に
続
く
、
県
道
八
日
市
場
野
栄

線
か
ら
国
道
１
２
６
号
飯
岡
バ

イ
パ
ス
ま
で
の
約
13
㎞
に
お
い

て
、
用
地
取
得
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
長
生
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
に
つ

い
て
も
、
こ
れ
ま
で
に
国
道
４

０
９
号
か
ら
県
道
茂
原
大
多
喜

線
ま
で
の
区
間
が
開
通
し
、
現

在
は
、
こ
れ
に
続
く
、
県
道
茂

原
大
多
喜
線
か
ら
広
域
農
道
ま

で
の
２
・
５
㎞
区
間
に
お
い

て
、
用
地
取
得
や
工
事
を
進
め

る
と
と
も
に
、
広
域
農
道
か
ら

一
宮
町
ま
で
の
５
㎞
区
間
で
用

地
交
渉
に
向
け
た
準
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
成
田
空
港
と
空
港
周

辺
の
工
業
団
地
を
結
ぶ
ア
ク
セ

ス
道
路
と
し
て
機
能
し
て
い

る
、
県
道
成
田
小
見
川
鹿
島
港

線
の
４
車
線
化
や
、
東
関
道
等

へ
の
ア
ク
セ
ス
強
化
や
現
道
の

交
通
混
雑
の
緩
和
を
図
る
国
道

３
５
６
号
銚
子
バ
イ
パ
ス
等
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
度

中
の
開
通
に
向
け
整
備
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
隣
接
都
県
と
の
県
境
で
は
、

限
ら
れ
た
橋
梁
に
交
通
が
集
中

し
、
慢
性
的
な
交
通
混
雑
が
発

生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た

な
橋
梁
整
備
が
重
要
で
す
。
葛

南
地
域
の
（
仮
称
）
押
切
・
湊

橋
や
東
葛
飾
地
域
の
利
根
川
渡

河
橋
（
仮
称
）
に
つ
い
て
は
、

東
京
都
や
茨
城
県
と
協
力
し
て

設
計
等
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
都
市
部
に
お
い
て

は
、
交
通
集
中
に
よ
り
、
慢
性

的
な
渋
滞
や
踏
切
遮
断
に
よ
る

渋
滞
が
発
生
し
て
お
り
、
そ
の

対
策
と
し
て
、
鉄
道
の
踏
切
を

除
去
す
る
事
業
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
東
武
野
田
線
の
野
田
市
内
の

清
水
公
園
駅
か
ら
梅
郷
駅
ま
で

の
２
・
９
㎞
区
間
に
お
い
て

は
、
鉄
道
の
高
架
化
が
完
了
し

た
こ
と
か
ら
、
現
在
、
高
架
下

の
道
路
整
備
等
を
進
め
て
い
ま

す
。

　
京
成
本
線
が
交
差
す
る
都
市

計
画
道
路
東
習
志
野
実
籾
線
に

お
い
て
は
、
約
０
・
６
㎞
区
間

で
４
車
線
化
の
立
体
交
差
（
ア

ン
ダ
ー
パ
ス
を
含
む
）
事
業
を

実
施
す
る
な
ど
、
鉄
道
事
業
者

と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
進
め

て
お
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
県
民
の
安
全
・

安
心
で
快
適
な
暮
ら
し
を
守
る

た
め
、
道
路
の
防
災
・
安
全
対

策
や
、
都
市
部
の
渋
滞
対
策
、

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
を

支
え
る
道
路
整
備
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
道
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
千
葉
県
が
管
理
す
る
道
路

に
お
け
る
維
持
管
理
と
防
災
力

の
向
上
及
び
交
通
安
全
対
策
等

に
つ
い
て
、
本
県
の
取
り
組
み

を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　
千
葉
県
で
は
、
県
内
の
一
般

国
道
や
県
道
、
約
３
５
０
０
㎞

の
道
路
に
加
え
、
橋
梁
や
ト
ン

ネ
ル
等
の
道
路
施
設
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
道
路
施
設
は
、
施

設
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

お
り
、
県
で
は
、
令
和
７
年
８

月
に
長
寿
命
化
修
繕
計
画
を
改

定
し
、
同
計
画
に
基
づ
く
修
繕

を
実
施
す
る
こ
と
で
、
道
路
の

安
全
な
通
行
の
確
保
と
適
切
な

維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

道
路
の
法
面
対
策
と

無
電
柱
化
事
業
推
進

　
近
年
、
頻
発
・
激
甚
化
す
る

大
雨
等
に
対
し
て
防
災
力
の
向

上
と
通
行
空
間
の
安
全
確
保
を

図
る
た
め
、
本
年
度
は
約
１
６

０
０
箇
所
で
道
路
法
面
点
検
を

実
施
す
る
等
、
道
路
の
法
面
対

策
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
緊

急
輸
送
道
路
や
防
災
拠
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
等
に
つ
い
て
、

千
葉
県
無
電
柱
化
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
引
き
続
き
無
電
柱
化

事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ま
た
、
能
登
半
島
地
震
で
の

被
害
状
況
を
踏
ま
え
、
関
係
事

業
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

啓
開
候
補
路
線
の
選
定
や
、
こ

れ
ら
路
線
ご
と
に
啓
開
担
当
会

社
の
選
任
等
を
ま
と
め
た
千
葉

県
道
路
啓
開
計
画
を
令
和
６
年

９
月
に
策
定
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
通
学
路
や
事
故
危
険
箇
所
な

ど
に
つ
い
て
は
、
歩
道
整
備
や

交
差
点
改
良
等
の
交
通
安
全
対

策
を
進
め
て
お
り
、
令
和
３
年

に
実
施
し
た
「
小
学
校
の
通
学

路
の
緊
急
一
斉
点
検
」
に
お
い

て
、
県
が
道
路
管
理
者
と
し
て

対
策
が
必
要
と
さ
れ
た
７
０
９

箇
所
に
つ
い
て
は
、
歩
道
の
整

備
や
防
護
柵
の
設
置
等
を
行

い
、
令
和
８
年
３
月
末
時
点
で

６
８
７
箇
所
の
対
策
が
完
了
し

ま
し
た
。

　
残
る
22
箇
所
に
つ
い
て
も
、

車
止
め
の
設
置
や
路
面
の
カ
ラ

ー
舗
装
等
、
即
効
性
の
あ
る
対

策
を
含
め
、
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
県
が
管
理
す
る
道
路
で
は
、

安
全
で
快
適
な
道
路
環
境
を
確

保
す
る
た
め
、
除
草
や
清
掃
等

の
道
路
美
化
や
、
雑
草
の
発
生

を
抑
制
す
る
た
め
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
を
施
工
す
る
防
草
対
策
を

推
進
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
適

切
な
維
持
管
理
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
令
和
８
年
４
月
に

は
、
道
路
の
脱
炭
素
化
の
目
標

及
び
そ
の
実
現
に
向
け
た
施
策

等
を
定
め
る
た
め
、
千
葉
県
道

路
脱
炭
素
化
推
進
計
画
を
策
定

し
、
県
管
理
道
路
に
お
け
る
脱

炭
素
化
の
推
進
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
と
も
、
道
路
利
用
者
の

安
全
・
安
心
の
確
保
、
よ
り
良

い
道
路
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

交
通
円
滑
化
で
生
産
性
向
上

交
流
人
口
拡
大
へ
道
路
整
備

県
県
土
整
備
部
／
道
路
計
画
課
長　

近
藤　

亮

圏
央
道
県
内
の
全
線
開
通

成
田「
第
２
の
開
港
」弾
み

県
県
土
整
備
部
／
道
路
整
備
課
長　

東
江　

哲
郎

雑
草
の
発
生
を
抑
制
す
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
防
草
対
策

県
県
土
整
備
部
／
道
路
環
境
課
長　

岩
井　

克
彦

千葉のみちを守る
８月10日は「道の日」 中温化合材「標準設計」へ


